
※写真は令和7年度に購入した赤坂消防署公津分署の高規格救急自動車

1　車両

（1）高規格救急自動車　　傷病者収容スペースが広く、観察がしやすい構造

（2）駆動方式　   　　　　　悪路や雪道等で効果を発揮する四輪駆動

2　諸元等

(1) (2)

(3) (4)

(5) (6)

（１）大型散光式警光灯 （２）補助赤色警光灯付LED作業灯

（３） 調光フィルム付窓ガラス

　 夜間作業時に使用する作業灯に赤色警光機能
を追加し、緊急走行時の視認性の向上

  透明ガラス・曇りガラスを切り替えることができ、
傷病者のプライバシーを保護

　 ステアリング上に音声合成スイッチを設置し、安
全な緊急走行を補助

　通常走行や交差点進入、住宅地など活動状況に
応じた発光パターンの変化による、安全な緊急走
行の補助

（４）ステアリングスイッチ

全長 ５,６６０ｍｍ 全幅 １,890ｍｍ

全高 ２,49０ｍｍ ホイールベース ３,１１０ｍｍ

乗車定員 ７名 ミッション 6速ＡＴ

3．主な装備等

（3）ライト類　　　　 　　　　視認性・耐久性を強化したＬＥＤを採用
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高規格救急自動車

更新車両配備先　三里塚消防署空港分署、大栄消防署下総分署

車両イメージ


